
 地域学校協働活動推進フォーラムinつくば 

P.1 

＜実施概要＞ 

●日時：2017年2月4日（土）9:00～16:00 

●会場：つくば市立谷田部中学校 

       〒305-0861 茨城県つくば市谷田部6100  

●対象：第一部：企業・団体による特色・魅力ある学習プログラム体験会 

     つくば市内の学園の児童・生徒 参加人数 325名 

          ①輝翔学園：  学年参加、谷田部中8年生 174名 

       ②春日学園：  希望制、小中から募集   66名 

       ③吾妻学園：  希望制、小中から募集   34名 

       ④紫峰学園：  希望制、小中から募集   32名 

       ⑤百合ヶ丘学園：希望制、小中から募集   19名 

      第二部： 「地域学校協働活動」の事例紹介とワークショップ 

     つくば市内の「地域学校協働活動」推進に関わる教員、管理職、地域の方々 参加人数：143名 

●内容： 

時間 内容 

第
１
部 

  
 
 
 
 
 
9：00～11：30 

 
 
 
 

 
9：00～  9：20  開会式（体育館） 

 
9：40～11：30   企業・団体による学習プログラム体験会 
         全15プログラムを同時実施 
         ●小学生対象  5プログラム 
          ●中学生対象   1０プログラム 

 

【第1セッション】 9：40～10：30 （50分） 
【第2セッション】10：40～11：30 （50分） 
  

12：00～13：00  企業・団体講師代表によるふりかえり会（研修室）  

第
２
部 

  
 13：30～16：00 
 
 

 
①ごあいさつ 
  つくば市教育委員会 教育長 門脇 厚司 氏 

 
②「地域学校協働活動」について 
  文部科学省 生涯学習政策局 社会教育課 

  地域・学校支援推進室 室長 渡辺 栄二 氏 
 

③「地域学校協働活動」の事例紹介 
  横浜市立東山田中学校の地域学校協働活動について 

   特定非営利活動法人まちと学校のみらい  
                代表理事 竹原 和泉 氏 
④ワークショップ 
  ファシリテーター 

   株式会社キャリアリンク 代表取締役 若江 眞紀 氏 



■企業・団体による学習プログラム体験会   9：40～11：30（50分×2回実施） 

 「土曜学習応援団」 に登録する15の企業・団体が、多様なテーマで専門家ならではの 
ユニークな授業を実施。つくば市内から集まった325名の児童・生徒は、15の異なる業種・ 
職種の中から、事前に希望した２ブースの学習プログラムを体験しました。 

ﾁｰﾑLogy&Nomy 三菱電機株式会社 野村ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社 

株式会社日立製作所 NPO法人 日本交流分析協会附属  
TA学校教育心の開発研究所 

デュポン株式会社 

■開会式 9：00～9：20 

 開会の挨拶では、文部科学省 生涯学習政策局 社会教育課地域・学校支援推進室 室長補佐 下田 力氏 
より、児童・生徒へ向けて、企業・団体によるさまざまなプログラムを楽しみながら体験することを 
通して、自分自身の将来を考えるうえで参考にしてほしい、とメッセージをいただきました。 
  

＜A-1＞環境・経済問題 
Logy&Nomy（ﾛｼﾞﾉﾐｰ） 

＜A-2＞理科 
「見える光・見えない光」 

＜A-3＞金融・経済 
「投資って何だろう？」 

＜A-4＞情報活用、情報モラル 
みんなで考える情報活用の“秘訣” 

＜A-5＞キャリア教育 
自分らしさをｴｺﾞｸﾞﾗﾑSHEで知ろ
う！～あなたの長所がわかる～ 

＜A-6＞グローバル 
 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ社会で必要な多様性 
（ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨｰ）への理解を深めるﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 
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 第一部  企業・団体による特色・魅了ある学習プログラム体験会 

【中学生対象：10プログラム】 



日本赤十字 茨城県支部 
 

株式会社内田洋行 

キッコーマン株式会社 日本証券業協会 

一般社団法人 
日本ｵｰｽﾄﾗﾘｱﾝﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 

日本電信電話株式会社 一般社団法人 
防災ｼﾞｵﾗﾏ推進ﾈｯﾄﾜｰｸ 

第一生命保険株式会社 

＜A-8＞消費者教育、生活設計 
「ﾗｲﾌｻｲｸﾙｹﾞｰﾑⅡ~生涯設計のｽｽﾒ~」 
で人生のﾘｽｸについて考えよう 

＜A-7＞キャリア教育・エネルギー 
「日本の創ｴﾈ・省ｴﾈを考える」 

特定非営利活動法人 
経営支援NPOｸﾗﾌﾞ 

＜A-9＞防災・道徳 
「みんなでわけよう」 

＜A-10＞プログラミング 
ﾚｺﾞ®ﾏｲﾝﾄﾞｽﾄｰﾑ®EV3を使って
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ！ 

＜C-1＞食育 
ｷｯｺｰﾏﾝしょうゆ塾 

＜C-2＞職業教育、金融・経済 
ﾁｬﾚﾝｼﾞ！お菓子の株式会社 

＜C-3＞キャリア教育 
「好き」を将来の夢に！ 

＜C-4＞防災 
段ﾎﾞｰﾙｼﾞｵﾗﾏ防災授業 

＜C-5＞プログラミング 
IchigoJam（ｲﾁｺﾞｼﾞｬﾑ）を使って 
BASICﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ！ 
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【小学生対象：5プログラム】 



■「地域学校協働活動」の事例紹介 14：00～14：30 

つくば市教育委員会 教育長 門脇 厚司氏よりご挨拶の後、文部科学省 生涯学習政策局 
社会教育課 地域・学校支援推進室 室長 渡辺 栄二氏より、本業主旨について説明し、
今後必要となる「地域学校協働活動」の重要性を提言。 
  
  

 「社会に開かれた教育課程」の実現のための「地域学校協働活動」考えるワークショップ 
では、各学校ごとに分かれたグループ（２８グループ）で、学校が抱える課題・地域の課題 
を出し合いながら、児童・生徒にとってどのような学びが必要か、活発なディスカッションが 
行われました。 
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 第二部  「地域学校協働活動」の事例紹介とワークショップ 

つくば市教育委員会 教育長 門脇 厚司氏 文部科学省 生涯学習政策局 社会教育課  
地域・学校支援推進室 室長 渡辺 栄二氏  

 講師の竹原氏の横浜市立東山田中学校での体験に基づき、「地域学校協働活動」の 
意義や必要性、地域の方々との関わり方など、具体例を示しながらわかりやすく紹介いた 
だきました。 
 

■ワークショップ 14：30～16：00 

特定非営利活動法人まちと学校のみらい  
代表理事 竹原 和泉 氏 


